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平成２２年度
喜多方市の目標額

赤い羽根共同募金は、地域福祉向上のために役立てられます！赤い羽根共同募金は、地域福祉向上のために役立てられます！

10
月
１
日
か
ら
「
地
域
の
福
祉
、
み
ん
な

で
参
加
」
を
統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
『
赤

い
羽
根
共
同
募
金
運
動
』
が
全
国
一
斉
に
は

じ
ま
り
ま
す
。

昨
年
度
、
皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
善
意
の
寄
付
金
は
、
県
内
の
民
間
社
会
福

祉
施
設
の
備
品
購
入
や
施
設
修
繕
を
は
じ

め
、
地
域
に
お
い
て
福
祉
活
動
を
行
う
社
会

福
祉
協
議
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、

N
P
O
団
体
等
に
配
分
さ
れ
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
12
月
１
日
か
ら
は
、
赤
い
羽
根
共

同
募
金
運
動
の
一
環
と
し
て
「
歳
末
た
す
け

あ
い
運
動
」
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
こ
の
募
金

は
、
県
の
共
同
募
金
会
を
通
じ
て
全
額
が
ご

協
力
い
た
だ
い
た
地
域
に
配
分
さ
れ
、
見
舞

金
贈
呈
事
業
や
お
せ
ち
料
理
配
食
事
業
な
ど

の
地
域
福
祉
事
業
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

共
同
募
金
は
、「
誰
も
が
安
心
・
安
全
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
た

福
祉
事
業
を
支
援
し
て
い
く
貴
重
な
財
源
と

し
て
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
誰
で
も

気
軽
に
参
加
で
き
る
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
で
す
。
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

赤い羽根共同募金運動スタート！
共　同　募　金　8,802,000円
歳末たすけあい　6,125,000円

今年度、社会福祉協議会に配分された事業費は次のように活用されています。

◎お年寄りがいきいきと
　暮らせるまちづくりのために

731,000円
※老人クラブ活動の充実、ふれあいいきいき
サロン、高齢者料理教室事業、陶芸教室事
業などへ

◎あたたかな社会実現のために
3,634,022円

※ボランティア団体の育成、福祉教育の推進、社
会福祉大会・ふれあい社会福祉講座等のイベ
ント、社協だより発行、民生児童委員活動の充
実などへ

◎障がいを持つ方が
　　　　安心して生活できるために

537,000円
※障がい児・者グループの育成、小規模作業所
の運営支援、家族の会への支援、声の広報発
行事業、点訳グループの育成などへ

◎子どもたちが元気よく暮らせるために
502,000円

※おもちゃ図書館の遊具購入及び修繕、母子寡
婦福祉連絡協議会への支援、小学校新入生
への黄色い帽子贈呈事業などへ



『
ふ
れ
あ
い
社
会
福
祉
講
座
』の
ご
案
内

社
会
福
祉
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
豊
か
な
創
造
力
を
養
う
た
め
に
、
市
民

の
皆
様
を
対
象
と
し
た
『
ふ
れ
あ
い
社
会
福
祉
講
座
』
を
開
催
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
ご
来
場
下
さ
い
。

　

第
一
講 

平
成
22
年
11
月
４
日
（
木
）

 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

 

講
座
名 

『
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
』

 

　
　
　
　

〜
快
適
ラ
イ
フ
を
め
ざ
し
て
〜

 

講　

師 

日　

下　

輝　

美 

（
く
さ
か　

て
る
み
）
氏　

 
 

福
島
学
院
大
学
福
祉
学
部
福
祉
心
理
学
科
講
師

　

第
二
講 

平
成
22
年
11
月
９
日
（
火
）

 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

 

講
座
名 

『
癌
の
早
期
発
見
と
最
新
治
療
に
つ
い
て
』

 

講　

師　

伊　

藤　

康　

信 

（
い
と
う　

や
す
の
ぶ
）
氏

 
 

南
東
北
病
院
副
院
長

　

第
三
講 

平
成
22
年
11
月
17
日
（
水
）

 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

 

講
座
名 

『
幸
せ
の
願
い
を
形
に
』

 

　
　
　
　

〜
遺
言
・
成
年
後
見
制
度
・
契
約
ト
ラ
ブ
ル
回
避
策
〜

 

講　

師 

井　

川　

憲
太
郎 

（
い
が
わ　

け
ん
た
ろ
う
）
氏

　
　
　
　
　
　

 

弁
護
士
（
喜
多
方
市
）

※
３
講
座
す
べ
て
を
受
講
い
た
だ
き
ま
す
と
、
２
月
に
開
催
予
定
の
喜
多
方
市

　

社
会
福
祉
大
会
の
席
上
で
修
了
証
を
交
付
い
た
し
ま
す
。

全
講
座
聴
講
無
料
・
当
日
参
加
可　

平
成
22
年
度

！！
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第
64
回
福
島
県
社
会
福
祉
大
会
開
催

　

８
月
27
日
、
喜
多
方
プ
ラ
ザ
に
お
い
て『
第
64
回
福
島
県
社
会
福
祉
大
会
』

が
県
内
か
ら
約
千
百
人
の
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
悩
み
を
抱
え
た
方
々
の
癒
し
の
場
「
森
の
イ
ス
キ
ア
」
主
宰

の
佐
藤
初
女
（
さ
と
う
は
つ
め
）
さ
ん
に
よ
る
記
念
講
演
の
後
、
社
会
福
祉

に
貢
献
さ
れ
た
方
々
へ
の
表
彰
状
・
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
本
市
出
身
で
社
会
福
祉
事
業
の
先
覚
者
で
あ
る
瓜
生
岩
子
刀
自
の
精
神

に
ふ
さ
わ
し
い
方
を
表
彰
す
る
「
瓜
生
岩
子
賞
」
に
は
、
い
わ
き
市
の
黒
須

敦
子
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
大
会
長
か
ら
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
最
後
に
は
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
支
え
合
い
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
・
安
全
に
過
ご
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
地
域
福
祉
の
よ
り
一
層

の
推
進
に
努
め
る
こ
と
を
示
し
た
大
会
宣
言
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

【
県
社
会
福
祉
大
会
長
表
彰
】

◇
民
生
児
童
委
員

喜
多
方
市
の
民
生
児
童
委
員
さ

ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
！

　

井
上　

一
雄
・
太
田　

英
生

　

小
林　

三
夫
・
須
藤　

紘
次

　

真
壁　

純
一
・
山
口　
　

勇

◇
社
会
福
祉
施
設
・

　

社
会
福
祉
団
体
役
職
員
功
労

本
会
職
員
が
受
賞
し
ま
し
た
！

　

岩
田　

綾
子
・
遠
藤　

和
幸

　

遠
藤　

貴
子
・
大
竹　

孝
之

　

木
戸
し
づ
子
・
小
檜
山
敏
之

　

坂
本　

規
子
・
佐
藤　

文
子

　

佐
藤　

欣
浩
・
須
藤　

俊
弘

　

外
島
千
鶴
子
・
長
井　

幸
子

　

松
本　

恵
美

　
　
　
　
（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）
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大
里 

内
海
久
美
子

上
野 

大
竹
ひ
と
み

金
屋 

福
王
寺
光
由

1
区 

清
水　

芳
子

上
遠
田 

五
十
嵐
昭
一

田
中 

末
永　

充
行

上
遠
田 

大
竹
ミ
ヨ
子

金
森 

林　
　

和
弘 

新
井
田 

大
塚　

照
夫 

宮
ノ
目 

中
島　

賢
一 

大
木 

小
林　

幸
次 

3
区 

芳
賀　

裕
示 

新
井
田 

弦
弓　

勝
美

広
野 

唐
橋　

増
雄 

河
原
田 

齋
藤　

和
典 

小
布
瀬
原 

正
木　

良
次 

堰
沢 

渡
部　

義
雄 

塩
川
町
東
栄
町 

宮
城　

正
則 

早
稲
谷 

五
十
嵐
艶
子

田
中 

和
田　

利
幸 

川
井 

清
野　

信
一

　

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
地
域
福
祉
向
上
の
た
め
大
切
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）（
平
成
22
年
７
月
１
日
〜
８
月
31
日
受
付
分
）

一
般
寄
付

関
柴
町
関
柴 

山
田　

容
子

岩
月
町
治
里 
落
合　

陽
示

豊
川
町
綾
金 
新
明　

芳
喜

北
町 
羽
入　

茂
雄

北
町 

伊
関　
　

新

岩
月
町
中
田
付 

佐
藤　
　

孝

幸
町 

山
岸
美
根
子

東
京
都
調
布
市 

前
後　

良
信

関
柴
町
平
林 

佐
藤　

洋
子

竹
屋
観
音
寺
写
経
の
会 

（
タ
オ
ル
） 

 〈
本
会
各
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
へ
指
定
寄
付
〉

遠
藤　

正
雄
（
書
籍
）

 

〈
熱
塩
加
納
地
区
〉

五
十
嵐
文
雄 

〈
塩
川
地
区
〉

洲
谷
り
ん
ど
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 

（
り
ん
ど
う
の
花
）

川
原
田
ふ
さ
子
（
紅
花
）

 

〈
山
都
地
区
〉 

ご
遺
志
に
よ
る
寄
付

喜
多
方
地
区

松
山
町
村
松
第
三
区 

加
藤
み
よ
子

関
柴
町
関
柴 

佐
藤　

俊
一

関
柴
町
東
中
明 

佐
藤　

真
一

熊
倉
町
熊
倉
上 

渡
部　
　

稔

上
三
宮
町
五
分
一 

高
野　
　

好

千
葉
県
浦
安
市 

五
十
嵐
正
勝

慶
徳
町
山
崎 

大
竹　

吉
市

西
四
ツ
谷 

遠
藤　

裕
一

豊
川
町
長
尾 

手
代
木
満
博

会
津
若
松
市 

佐
藤　

隆
信

豊
川
町
太
郎
丸 

横
山　

力
男

上
三
宮
町
五
分
一 

渡
部　

利
治

岩
月
町
平
沢 

永
井　

文
雄

ひ
ば
り
が
丘 

遠
藤　

一
巳

上
三
宮
町
見
頃 

上
野　

和
夫

豊
川
町
一
ノ
堰
一
区 

十
二
村
政
男

関
柴
町
関
柴 

中
森　

正
幸

塗
物
町 

小
林　

八
郎

会
津
美
里
町 

坂
内　

光
一

桜
町 

細
谷　

康
次

熊
倉
町
小
沼 

佐
藤　
　

豊

豊
川
町
長
尾 

山
内　

健
一

松
山
町
大
荒
井
第
一
区 

天
野
美
智
子

慶
徳
町
豊
岡 

佐
藤　

文
男

東
京
都
多
摩
市 

砂
田　
　

茂

寺
町
二
区 

大
内　

敏
英

慶
徳
町
山
崎 

眞
壁　

貞
雄

上
三
宮
町
見
頃 

佐
瀨　

庄
一

岩
月
町
上
岩
崎 

佐
藤　

又
家

岩
月
町
稲
田 

小
野
寺
和
美

桜
町 

細
谷　

康
次

上
三
宮
町
下
三
宮 

猪
俣
猪
多
郎

神
奈
川
県
平
塚
市 

渡
部　

好
美

松
山
町
村
松
第
二
区 

佐
藤　

祐
一

宇
津
野 

吉
田　

善
晴

田
中 

若
菜　

善
男

半
在
家 

原　
　

元
幸

半
在
家 

岩
下　

正
一

田
中 

遠
藤　

正
雄

塩
川
地
区

高
郷
地
区

山
都
地
区

熱
塩
加
納
地
区

洲谷りんどうプロジェクトのみなさん
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※社協だよりの作成経費の一部として共同募金配分金及び会員会費を使用させていただいております。

編
集
発
行

社
会
福
祉
法
人
 喜
多
方
市
社
会
福
祉
協
議
会

〒
966-0043 喜

多
方
市
字
上
江
3646番

地
1

℡
   0241-23-3231　

℻   0241-23-3296
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
info@

kitakata-shakyo.or.jp
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　
http://w

w
w
.kitakata-shakyo.or.jp/

●
熱
塩
加
納
支
所
　
℡
   0241-36-3112　

℻   0241-36-2776
●
塩
川
支
所
　
℡
   0241-27-3948　

℻   0241-27-3948
●
山
都
支
所
　
℡
   0241-38-3100　

℻   0241-38-3137
●
高
郷
支
所
　
℡
   0241-44-7111　

℻   0241-44-7112

露天風呂

今回は松山町「高畑いきいきサロン」を紹介し
ます。
「高畑いきいきサロン」は平成11年12月22日、
喜多方市社会福祉協議会松山支部の事業の一つと
して開設されました。現在、松山支部では７地区
で「いきいきサロン」が開設されていますが、そ
の中で最も早くサロンを開設したのが「高畑いき
いきサロン」です。
市の高齢化が進行する中、高畑地区でも高齢者
が増えてきて、日常生活の中にも不安を感じると
いう声が聞かれたことから、高齢者同士の連帯感
を持つことでお互いに助け合うことができたら、
不安の解消とともに健康で楽しく過ごすことがで
きるのではないかという想いで、社協松山支部の
事業として高齢者の仲間づくりの場
「いきいきサロン」を開設
することとなりました。
　高畑いきいきサロンは市
内で初めてのサロン設立と
いうことで、活動内容や予
算・運営方法など全てが暗

中模索で大変苦労されたようです。
昨年12月には「10周年記念祝賀会」を開催し、
同時に記念誌「10年の歩み」が発刊されました。「歩
み」をまとめる時、発足当時の写真や日誌を見て
いると“あれもやった”“これもやった”と当時
の思い出や記憶がよみがえり、懐かしみながらも、
写真や日誌等の記録の大切さを実感したというこ
とでした。
盆栽や菊作り、温泉めぐり、小学校児童との世
代間交流の田植え・稲刈りなど、10年過ぎても活
動が活発でますます元気いっぱい！
これからも、みんな一緒に楽しくいきいきと無
理のない活動をしていきたいと話されていました。

「地域のお茶の間」～高
たかばたけ

畑いきいきサロン～
シリーズ NO.3

（利用者の声）
夢の森のオープンを早く待ち望んでいた市民の一人です。以前の湯よりも“メタケイ酸”という成分が多
く含まれていると聞きました。毎日入っているためか、顔や腕などが心なしかツルツルとしてきたようです。

お待たせいたしました！！
夢の森が4月より再オープンしております。
温泉を新たに掘り直したら、メタケイ酸＊（美肌成分）もたっぷりの

素晴らしいお湯になりました。

夢の森再オープン！！
つるつる肌効果

夢の森再オープン！！
つるつる肌効果

メタケイ酸
メタケイ酸は、温泉に含まれてい
る天然の保湿成分です。この含有量
が50mg以上ならお肌をツルツルに
してくれる美肌効果があるといわ
れています。夢の森（大森温泉） の
温泉にはメタケイ酸が94.3mgも含
まれています。

入館時間　9：00～21：00（※最終入館　20：30）
料　　金　大人（中学生以上）300円　こども　200円
休 館 日　毎週月曜日（祝日の場合は、連休の翌日）

喜多方市熱塩加納町米岡字下平乙609番地　☎0241-36-3112


